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サマリー 

E ⁠Uの包装・包装廃棄物規則（Regulation (E⁠U) 2⁠0⁠2⁠5⁠/⁠4⁠0、以下「P⁠P ⁠W⁠R」）は、2⁠0⁠2⁠5⁠年⁠

1 ⁠月 ⁠2 ⁠2 ⁠日にE ⁠U官報に掲載され、同年2月11日に発効し、原則として2 ⁠0 ⁠2 ⁠6 ⁠年 ⁠8 ⁠月⁠1 ⁠2 ⁠日から適

用が開始された。従来の包装・包装廃棄物指令9 ⁠4 ⁠/ ⁠6 ⁠2 ⁠/ ⁠E ⁠Cは同日付で廃止されたが、表示、

基本要件、報告に関する一部規定には第 ⁠7 ⁠0 ⁠条の経過措置がある。規則化により、持続可能

性、表示及び情報に関する要件はE ⁠U共通のルールとなった。E ⁠P ⁠R（拡大生産者責任）の登

録、回収制度、料金及び執行は、引き続き加盟国別の運用となる。 

PPWRは、再資源化しやすい包装を増やす設計要件と、再生プラスチックの需要を作る最

低含有率を組み合わせ、包装を通じて二次原料市場の形成を進める制度である。PPWRに対

応するために、企業は、包装仕様を決める段階で、調達可能な材料、製品保護性能、再資源

化可能性、適合を裏付けるデータを整備しなければならない。 

前稿（Vol. 37（2026年7月号））では、PPWRの政策的位置づけや主な要件・義務につ

いて概説した。本稿では、主要義務の内容を詳説し、企業における実務対応の論点を整理す

る。尚、本文中に引用された条文は、別途記載のない限り、PPWRの条文を指す。 
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